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�

財
務
部
長
　
三
好
　
祥
徳

今月の掲載内容

・
一
年
前
の
自
分
は
別
人
で
あ
る�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
五
年
二
月
六
日
発
行

発
行
所
　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
　
電
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

一
年
前
の
自
分
は

別
人
で
あ
る

い
ま
だ
に
コ
ロ
ナ
終
息
は
叶
わ
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
世
界
平
和
が
脅
か
さ
れ
日
々
の
ご
苦
労
の
中
皆
様
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

新
し
い
年
を
迎
え
早
ひ
と
月
、
引
き
続
き
内
局
と
し
て

身
を
引
き
締
め
て
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
昨
年
の
太
元
帥
大
法
を
諸
大
徳
皆
様
と
奉
修
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
事 

大
変
光
栄
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
ま

た
心
か
ら
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
ご
寄
進
ま
で
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
方
々
に
重
ね
て
心
中
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
法
流
本
山
と
し
て
法
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
事
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
大
法
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
門
跡
の
仰
っ
た 

「
思
い
」
を
込
め
て
真
摯
に
祈
り
を
続

け
ら
れ
た
事
は
自
分
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
祈
れ
ば
祈

る
ほ
ど
、
祈
り
の
力
、
祈
り
の
尊
さ
を
優
し
く
太
元
様
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
大
法
を
伝
え
継
い
で

い
る
醍
醐
寺
の
あ
り
が
た
さ
も
改
め
て
教
え
て
頂
き
、
す

ご
い
お
寺
で
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
が
と
て
も

尊
く
嬉
し
く
て
涙
が
滲
む
こ
と
も
度
々
で
あ
り
ま
し
た
。

正
直 

道
場
以
外
で
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
自
分
の
器
の
小

さ
さ
を
自
覚
。
毎
日
が
大
変
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
一

緒
頂
い
た
諸
先
輩
や
職
員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
無

事
成
満
出
来
ま
し
た
事
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
と
て
も
あ
り
が
た

い
感
動
の
時
間
を
過
ご
せ
た
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。

醍
醐
寺
は
仲
田
順
和
門
跡
の
「
国
境
な
き
祈
り
」
を
胸

に 

宇
宙
に
目
を
向
け
祈
り
を
続
け
て
い
る
寺
で
も
あ
り
ま

す
。
打
ち
合
わ
せ
で
も 

宇
宙 

自
然 

森 

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー 

そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
交
う
話
し
合
い
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
世
代
の
命
を
大
切
に
思
え
ば
思
う
ほ
ど
寺
が
今
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
寺
で
も
あ
り
ま
す
。

旧
年
中
も
た
く
さ
ん
の
催
し
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
私
が
と
て
も
興
味
深
く
惹
か
れ
た
の
が
十
二
月
十
七
日

霊
宝
館
で
の 

『
世
界
遺
産
劇
場 

醍
醐
寺  

密
教
と
文
化　

自
然
と
文
化
の
協
奏
』
で
の
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
空
海
、

か
く
語
り
き
」 

生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
先
生
・
社
会
学
者

の
古
市
憲
寿
先
生
・
仲
田
順
英
執
行
御
三
方
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
特
に
生
物
学
者
福
岡
伸
一
先
生
の

お
話
に
は 
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
程
引
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
先
生
の
命
に
対
す
る
お
考
え
は
心
に
響
く
言

葉
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
我
々
僧
侶
が
大
切

に
し
て
い
る
生
命
感
が
立
ち
上
が
っ
て
い
て
、
数
字
や
記

号
で
研
究
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
生
物
学
者
ら

し
か
ら
ぬ
哲
学
者
の
よ
う
な
詩
人
の
言
葉
の
よ
う
な 

わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
「
生
命
観
」
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

記
憶
に
残
る
言
葉
を
二
つ
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

①�

「
な
ぜ
毎
日
ご
飯
を
食
べ
る
の
か
」
我
々
生
物
の
体
は 

合
成
と
分
解
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
止
め

な
い
為
に
食
べ
物
を
食
べ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
、
先
生
は 

分
子
や
原
子
レ
ベ
ル
で 

細
胞
の
成
り
立

ち
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

②�

「
一
年
前
の
自
分
は
別
人
で
あ
る
」
人
の
細
胞
は
大
体

二
日
か
三
日
で
分
解
さ
れ
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。
筋
肉
だ
と
二
週
間
。
血
液
は
数
ヶ
月
で
入
れ
替

わ
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
の
で
す
。
数
ヶ
月
後
に
は
相
当

な
部
分
が
入
れ
替
わ
り
、
生
物
学
上 

一
年
前
の
自
分

は
ほ
ぼ
別
人
で
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。

先
生
が
と
て
も
面
白
く
語
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ
も
ご
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
体
内
か
ら
排
出
さ
れ
る 

ウ
ン
チ 

の
主
成
分
は
食
べ

物
の
カ
ス
で
は
な
く
分
解
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
た
細
胞
の
カ

ス
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。
驚
き
ま
せ
ん
か
？ 

学
者
先
生

が
淡
々
と
真
面
目
に
語
ら
れ
れ
ば
語
ら
れ
る
ほ
ど
と
て
も

面
白
く
福
岡
ワ
ー
ル
ド
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

自
分
の
排
泄
物
の
成
分
の
ほ
と
ん
ど
が
細
胞
の
カ
ス

だ
と
い
う
事
実
を
知
ら
さ
れ
る
。
物
事
を
分
子
レ
ベ
ル
で

考
え
る
こ
と
を
促
さ
れ
、
視
点
を
変
え
て
考
え
て
い
く
と

そ
こ
に
は
「
生
命
観
」
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。

見
え
て
い
る
も
の
だ
け
で
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
今
を
ど
う
生
き
る
の
か 

福
岡
先

生
の
「
生
命
観
」
に
と
て
も
共
感
す
る
時
間
で
あ
り
ま
し

た
。
う
ま
く
言
え
ず
恐
縮
で
す
が
も
う
少
し
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。

今
の
医
学
の
命
の
価
値
観
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

脳
死　

薬　

数
字　

人
工
的
な
考
え　

本
来
の
自
然
か
ら

は
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
先
生
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
や
生
命
の
本
質
は 

滑
ら
か
な
時
間
と
し
て
連
続
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
遠
い
昔
に
仏
教
の
先
人

た
ち
が
説
い
て
下
さ
っ
た
事
と
同
じ
言
葉
で
は
な
い
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
勝
手
な
解
釈
で
す
が 

自
分
が
と
て
も

腑
に
落
ち
た
瞬
間
で
あ
り
ま
し
た
。
真
剣
に
次
世
代
の
こ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
今
こ
そ 

視
点
を
変
え
て

本
質
を
考
え 

本
当
の
自
然 

も
の
の
本
質
を
考
え
る
時
が

来
て
い
る
の
だ
と
、
私
は
改
め
て
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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▼
責
任
役
員
任
命

十
一
月
四
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

光
宝
院
東
京
中
央
教
会

�

土
井　

浩
之

�

佐
久
間
秀
紘

�

石
坂　

典
明

�

石
川　

光
弘

十
一
月
十
一
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

真
言
寺�

伊
東　

直
子

�

伊
東　

真
英

十
一
月
二
十
五
日

　
　
　

京　

都　
　
　

繁
昌
院�

高
橋　

俊
明

�

増
成　

守
彦

�

小
藪　

実
英

�

小
藪　

実
明

�

上
田　

慶
子

�
仕
名
野　

裕

　
　
　

大　

阪　
　
　

八
代
龍
王
神
感
寺

�
東
盛　

奈
美

�

東
盛　

康
二

�

岩
佐　

正
知

�

岩
佐　

信
子

十
二
月
一
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

極
楽
寺�

小
味　

章
秀

十
二
月
三
日

　
　
　

山　

口　
　
　

宝
地
院�

高
津　

岩
夫

�

上
村　

伸
一

　
　
　

鳥
取
（直）　
　
　

米
子
教
会�

福
田
美
代
子

�

村
山　

英
隆

十
二
月
六
日

　
　
　

青
森
（直）　
　
　

圓
覚
寺�

海
浦　
　

誠

�

海
浦　

千
春

十
二
月
十
四
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

行
興
寺�

南
野　

康
和

�

石
田　

修
一

　
　
　

愛　

媛　
　
　

浄
土
寺�

藤
川　
　

弘

�

伊
東　

律
子

十
二
月
十
五
日

　
　
　

山　

口　
　
　

智
福
寺�

平
野　

道
夫

�

富
島　

藤
徳

十
二
月
十
七
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

玄
法
院�

坂
本　

太
志

�

坂
本
み
ゆ
き

　
　
　

石
川
（直）　
　
　

永
安
寺�

山
東　

聖
子

�

山
東　

脩
人

十
二
月
十
八
日

　
　
　

備　

前　
　
　

成
願
寺�

高
森　
　

瞳

�

高
森
美
保
子

十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

観
音
寺�

川
鍋
良
一
郎

�

塩
野　

且
己

十
二
月
二
十
三
日

　
　
　

山　

口　
　
　

普
門
寺�

清
水
千
惠
美

�

上
村　

伸
一

　
　
　

肥　

前　
　
　

金
剛
寺�

佐
々
木
慶
江

�

佐
々
木
浩
一

�

佐
々
木
房
子

十
二
月
二
十
四
日

　
　
　

岐　

阜　
　
　

寳
勝
院�

小
渕　

利
正

�

安
田　

英
明

▼
総
代
委
嘱

十
一
月
四
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

光
宝
院
東
京
中
央
教
会

�

寺
川　
　

光

�

佐
藤　

守
男

�

鵜
澤　

宏
行

十
一
月
十
一
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

真
言
寺�

近
藤　

昭
一

�

松
原　

芳
計

�

蜜
石　

勝
是

�

松
浦　

有
伴

�

村
上　

一
彦

�

夏
川　

武
己

�

藤
江　

一
博

�

奥
村　

秀
宏

十
一
月
二
十
五
日

　
　
　

三　

重　
　
　

大
聖
院�

山
尾　
　

学

　
　
　

京　

都　
　
　

繁
昌
院�

勝
田　
　

徹

�

増
成　

守
彦

�

金
川　

博
一

�

西
山　
　

寛

�

橋
本　

政
三

�

嶋
田　

孝
正

　
　
　

大　

阪　
　
　

八
代
龍
王
神
感
寺

�

上
中　

徳
子

�

鹿
谷
八
重
子

�

高
橋
智
加
子

�

上
中　

洋
一

�

岩
佐　

昌
暢

�

岩
佐　

貴
子

�

岩
佐　

和
子

�

高
橋　
　

勝

十
二
月
二
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

乃
木
寺�

濱
田　

満
幸

�

吉
田
加
代
子

�

北
山　

信
博

�

橋
本
修
一
郎

�

藤
原　

佳
輝

十
二
月
三
日

　
　
　

山　

口　
　
　

宝
地
院�
福
田　

春
枝

�
福
田　

正
之

�
清
水　
　

浩

　
　
　

鳥
取
（直）　
　
　

米
子
教
会�

精
山　
　

豊
�

黒
田　

和
子

�

精
山
は
ま
子

十
二
月
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

行
蔵
院�

越
水
紘
一
郎

�

渡
辺　

卓
信

録
　
事

�

望
月　
　

敏

�

橘
田　

陽
子

�

早
川
紀
美
子

十
二
月
十
二
日

　
　
　

三　

重　
　
　

田
村
寺�

田
村　

美
幸

�

伊
藤　
　

随

�

森
川　

義
雄

�

佐
藤　

忠
道

�

坂
本　

正
則

十
二
月
十
四
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

行
興
寺�

村
松　

典
英

�

中
尾　
　

誠

�

根
井　

清
和

�

池
側　

昌
男

�

坂
口　

幸
徳

　
　
　

愛　

媛　
　
　

浄
土
寺�

越
智　

清
重

�

大
林　

則
行

�

渡
部　

淳
二

十
二
月
十
七
日

　
　
　

石
川
（直）　
　
　

永
安
寺�

岡
田　
　

正

�

古
瀬　

佳
孝

�

窪　
　

明
宏

�

塩
田　
　

匡

�

荒
井　

市
郎

十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

観
音
寺�

若
林　

鴻
志

�

新
井　

尚
男

�

川
鍋　

昭
治

十
二
月
二
十
三
日

　
　
　

山　

口　
　
　

普
門
寺�

小
野　

博
信

�

石
川　

順
子

�

藤
原　

淳
子

　
　
　

肥　

前　
　
　

金
剛
寺�

佐
々
木
珠
来

�

浦
川　

弘
範

�

中
島　

寿
麿

�

中
島　

妙
子

十
二
月
二
十
四
日

　
　
　

岐　

阜　
　
　

寳
勝
院�

渡
辺
美
恵
子

�

永
田　

秀
人

�

山
田
三
保
子

▼
承
認
・
証
明

十
二
月
二
十
日

　
　
　

広
島
（直）　
　
　

光
妙
院

　

�

山
門
新
築
及
び
土
地
購
入
並
資
金
と
し
て
銀
行
借

入
承
認
の
件

▼
死
亡

十
一
月
四
日

　
　
　

徳　

島　
　
　

権
中
僧
都�

疋
田　

泰
教

十
一
月
二
十
九
日

　
　
　

三　

重　
　
　

仲
福
寺
住
職

�

大
律
師　
　

古
屋　

弘
規

�

（
同
日
付
に
て
少
僧
都
に
贈
補
）



　　 別冊　宗派だより　令和５年２月号

3

真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会　

令
和
四
年
度
人
権
推
進
研
修
会

令
和
四
年
十
一
月
十
日（
木
）

研
修
場
所
：
神
戸
市
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

研
修
内
容
：
近
代
神
戸
と
生
田
川
―
新
川
部
落
・
賀
川
豊
彦
・
水
平
社

参
加
者
：
井
川
文
現
、
井
川
文
浄
、
飯
田
俊
海

【
京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
落
ち
葉
拾
い
及
び
金
堂
の
清
掃

令
和
四
年
十
二
月
二
日（
金
）　　

立
命
館
小
・
四
年
生　

百
三
十
名

三
重
・
惣
正
寺　

団
参　

三
十
三
名　

令
和
四
年
十
二
月
三
日（
土
）　　

柴
燈
護
摩
・
太
元
帥
後
拝
み
参
拝

千
葉
・
神
崎
寺　

団
参　

十
五
名

令
和
四
年
十
二
月
三
日（
土
）　　

上
醍
醐
参
拝
・
太
元
帥
後
拝
み
参
拝

愛
知
・
観
心
寺　

団
参　
　

六
名

令
和
四
年
十
二
月
三
日（
土
）　　

伽
藍
参
拝
・
太
元
帥
後
拝
み
参
拝

第
四
十
三
回 

世
界
遺
産
劇
場　

目
で
、
耳
で
、
心
で
―
京
都
醍
醐
寺
で
幻
想
の
ひ
と
と
き

令
和
四
年
十
二
月
十
七
日（
土
）　　

霊
宝
館

・
声
明
：
醍
醐
寺

・
記
念
講
演
：「
樹
影
の
仏
陀
」　

中
西
進

・
声
優
朗
読
劇
：
高
野
聖
（
泉
鏡
花
）
／
土
神
と
狐
（
宮
沢
賢
治
）

　

浪
川
大
輔
・
増
田
俊
樹
・
上
田
瞳

醍
醐
寺 

密
教
と
文
化
┃
自
然
と
文
化
の
協
奏

令
和
四
年
十
二
月
十
八
日（
日
）　　

霊
宝
館

・
声
明
：
醍
醐
寺

・
能
「
自
然
居
士
」：
大
槻
文
蔵
ほ
か

・
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
空
海
、
か
く
語
り
き
」：
福
岡
伸
一
・
古
市
憲
寿
・
仲
田
順
英

弘
法
大
師
御
生
誕
一
二
五
〇
年
記
念

根
本
要
＆
杉
山
清
貴
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ

令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日（
水
）　　

霊
宝
館

・
出
演
：
根
本
要
・
杉
山
清
貴

・
声
明
：
醍
醐
寺

大
晦
日
法
要　

平
座
理
趣
三
昧
法
要　

　

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日（
土
）　

午
後
十
時
三
十
分
～　
　

伽
藍　

金
堂

総
務
部
よ
り

　

寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員
及
び
総

代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
選
定
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
任
期
満
了
に
な
ら
れ
る
寺
院
・
教
会
に
届
け
出
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
※
納
入
期
限
は
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日（
金
）
と
な
り
ま
す
。

　
「
宗
費
割
当
額
報
告
書
」
を
未
提
出
の
宗
務
所
様
は
早
め
に
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僧
階
昇
補
な
ど
の
各
種
申
請
や
手
続
き
の
際
に
は
、
宗
費
賦
課
金
の
未
納
金
が
ご
ざ
い
ま
す
と
手

続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
部
よ
り

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醍
醐
寺
霊
宝
館
企
画
展

「
醍
醐
寺
の
明
王
像
」

　

令
和
五
年
二
月
一
日（
水
）
～
二
月
二
十
八
日（
火
）　　

霊
宝
館

彼
岸
会　

開
白
法
要　

平
座
理
趣
三
昧
法
要

　

令
和
五
年
三
月
十
八
日（
土
）　　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～　
　

伽
藍　

観
音
堂

彼
岸
会　

中
日
法
要　

土
砂
加
持
法
要

　

令
和
五
年
三
月
二
十
一
日（
火
・
祝
）　

午
前
十
時
三
十
分
～　
　

伽
藍　

観
音
堂

彼
岸
会　

結
願
法
要　

平
座
理
趣
三
昧
法
要

　

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日（
金
）　　
　

午
前
十
時
三
十
分
～　
　

伽
藍　

観
音
堂

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　 別冊　宗派だより　令和５年２月号

4

〒
6
0
2

－

0
0
1
2

京
都
市
上
京
区
烏
丸
通
上
御
霊
前
上
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
4
4
1

－

5
4
0
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
4
4
1

－

4
9
8
2

E-m
ail info@

w
ako-print.co.jp

和
光
印
刷
株
式
会
社

〒
6
0
4

－

0
8
5
7

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二
条
上
ル
東
側

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
1
2

－

5
5
9
0

https://w
w

w
.shoyeido.co.jp

松
　
栄
　
堂

〒
6
3
8

－

0
4
3
1

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
洞
川
2
3
5

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
4
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
7
0

大
峯
山
陀
羅
尼
助
丸

　
花
谷
神
変
堂

〒
6
0
0

－

8
3
0
4

京
都
市
下
京
区
新
町
通
六
条
下
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－
2
8
9
0

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－
6
7
7
4

杉
本
権
七
法
衣
店

〒
6
0
5

－

0
9
3
4

京
都
市
東
山
区
大
黒
町
通
正
面
南
入

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
5
6
1

－

0
3
0
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
5
2
5

－

2
5
5
7

今
井
半
念
珠
店

〒
6
0
2

－

0
8
7
4

京
都
市
上
京
区
河
原
町
丸
太
町

西
筋
下
ル
東
土
御
門
町
３
４
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
3
1

－

2
2
4
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
5
5

－

6
6
3
2

E-m
ail hayashikan@

beach.ocn.ne.jp

林
勘
法
衣
店

〒
6
0
0

－

8
0
2
9

京
都
市
下
京
区
寺
町
通
五
条
上
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

9
3
6
3

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
3

－

5
5
0
0

http://yam
asa-bunseido.com

山
城
屋 

文
政
堂

　
藤
井
佐
兵
衛

〒
6
0
4

－

0
9
1
3

京
都
市
中
京
区
河
原
町
二
条
西
入
上
る

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
3
4
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
1
1

－

1
8
5
8

上
田
法
衣
佛
具
店

〒
6
0
0

－

8
4
6
8

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
新
花
屋
町
角

（
西
本
願
寺
前
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
6
5

－

0
0
0
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
5
3

－

7
0
2
1

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

0
1
2
0

－

0
7
5

－

7
3
0

井
筒
法
衣
店

〒
6
0
4

－

8
2
7
4

京
都
市
中
京
区
小
川
通
三
条
上
ル
西
堂
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
8
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
3
8

E-m
ail oosum

ihoui@
gm

ail.com

大
住
法
衣
店

・
午
前
十
時
三
十
分
～
　
・
午
後
一
時
三
十
分
～

●
当
日
、
清
瀧
宮
拝
殿
に
て
写
経
さ
れ
た
方
は
、
五
重
大
塔

　

御
開
扉
法
要
中
（
約
一
時
間
）
に
、
写
経
を
奉
納
で
き
ま
す
。

●『
高
王
十
句
観
音
経
』
写
経
奉
納
料　
　
　

千
円

　

※
な
お
、
別
途
醍
醐
寺
拝
観
料
が
必
要
で
す
。

　

※
二
月
は
二
十
八
日
と
な
り
ま
す
。

毎
月
二
十
九
日

国
宝
・
五
重
大
塔
御
開
扉
納
経
法
要

〒
6
0
0

－

8
4
5
3

京
都
市
下
京
区
万
寿
寺
西
洞
院
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
5
8
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

8
8
2
2

http://w
w

w
.tanakaiga.com

田
中
伊
雅
佛
具
店

醍醐寺売店　今月のおすすめ品
【醍醐寺特選　五大力ぜんざい】

内容量／ 180g
原材料／砂糖、小豆、食塩
日持ち／ 120日以上
販売価格／ 360円（税込）

小豆たっぷりの五大力ぜんざいは上醍醐に登った後の疲れた体に
ちょうどいい感じに程よく甘く仕上げています。

https://daigoji-ugetsu.raku-uru.jp

お問い合わせ先　三宝院売店
TEL/FAX 075-571-0112

真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）では、神変別冊の
アーカイブ（過去号）をご覧になれ、必要書類の 
ダウンロードもできますので、ご利用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。


